


本
会
理
事
会
が
、
去
る
十
月
二
十
七
日
午
後
二
時

か
ら
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
三

帰
依
文
唱
和
に
続
い
て
、
北
條
成
之
理
事
長
を
議
長

に
、
小
林
照
宥
・
松
尾
善
雄
の
両
師
を
議
事
録
署
名

人
に
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

議
案
第
一
号
「
平
成
十
三
年
度
予
算
編
成
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

北
條
議
長
よ
り
上
程
。倉
澤
豊
明
財
務
部
長
が（
負

担
金
は
据
置
、
事
務
所
設
備
修
繕
費
積
立
金
費
目
の

設
置
、
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開
催
対
応
の
会
計
処
理

等
）
説
明
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

協
議
事
項
一「
『
こ
こ
ろ
の
日
』
祝
日
制
定
に
つ

い
て
」（
岐
阜
県
仏
教
会
提
案
事
項
）

北
條
議
長
よ
り
上
程
。
加
納
博
司
理
事
（
岐
阜
県

仏
教
会
常
任
顧
問
）
よ
り
四
月
八
日
を
『
こ
こ
ろ
の

日
』
と
し
て
祝
日
に
制
定
す
る
こ
と
の
提
案
理
由
を

詳
細
に
説
明
さ
れ
た
。（
提
案
趣
旨
概
要：

昭
和
六

十
三
年
の
第
三
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
岐
阜
大

会
で
決
議
さ
れ
た
こ
の
運
動
が
十
分
浸
透
で
き
得
な

か
っ
た
が
、昨
今
の
青
少
年
犯
罪
の
急
増
に
鑑
み『
こ

こ
ろ
の
日
』
の
必
要
性
を
痛
感
し
再
度
推
進
す

る
。）
祝
日
の
法
制
化
は
、
現
在
の
政
治
状
況
下
で

は
相
当
困
難
を
伴
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
な
が
ら
も
、

提
案
の
趣
旨
に
は
賛
意
が
表
明
さ
れ
、
今
後
は
岐
阜

県
仏
教
会
を
核
に
署
名
運
動
を
進
め
な
が
ら
、
次
回

の
第
三
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
新
潟
大
会
に
再

度
提
案
し
て
い
く
方
向
で
協
議
さ
れ
た
。

報
告
事
項
一
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

現
況
報
告
」

櫻
井
英
幸
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
マ
ヤ
堂
修
復
設

計
案
、
会
計
報
告
、
そ
し
て
考
古
学
調
査
報
告
書
の

作
成
状
況
等
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
。

報
告
事
項
二
「
第
二
十
一
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒

会
議
バ
ン
コ
ク
大
会
に
つ
い
て
」

櫻
井
英
幸
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
本
年
十
二
月
に

開
催
さ
れ
る
大
会
の
会
議
概
要
等
に
つ
い
て
詳
細
に

説
明
さ
れ
た
。

事
務
総
局
各
部
報
告

�
吉
橋
勝
寛
総
務
部
長
よ
り
報
告
事
項
一
に
関
連

し
た
「
第
二
十
一
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
バ
ン

コ
ク
大
会
」
の
参
加
要
項
に
つ
い
て
説
明
、
多
数
の

参
加
を
要
請
さ
れ
た
。

�
吉
橋
勝
寛
総
務
部
長
よ
り
「
戒
名
（
法
名
）
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員
会
」
が
発
足
し
九
月
二
十
七

日
に
第
一
回
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
今
後
の
進
め

方
を
話
し
合
い
、
次
の
十
一
月
二
十
日
の
委
員
会
で

内
容
の
検
討
が
行
わ
れ
る
と
の
報
告
が
さ
れ
た
。

�
吉
橋
勝
寛
総
務
部
長
よ
り
十
一
月
二
十
二
日
に

築
地
本
願
寺
で
開
催
さ
れ
る
「
日
本
宗
教
連
盟
主
催

『
第
十
七
回
宗
教
と
税
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』」の
概
要

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
多
数
の
参
加
を
要
請
し
た
。

�
小
島
恵
真
同
和
推
進
部
長
よ
り
十
一
月
十
六
日

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
早
稲
田
（
東
京
）
で
開
催

さ
れ
る
「
第
十
二
回
加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修

会
」
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

�
渡
邊
宗
徹
社
会
部
長
よ
り
「
第
三
十
八
回
全
日

本
仏
教
徒
会
議
新
潟
大
会
」（
平
成
十
三
年
十
月
開

催
）
の
進
捗
状
況
を
説
明
し
各
加
盟
団
体
の
支
援
と

協
力
を
要
請
さ
れ
た
。
ま
た
、
十
二
月
四
日
に
築
地

本
願
寺
で
開
催
が
決
ま
っ
た
終
末
医
療
と
脳
死
・
臓

器
移
植
を
テ
ー
マ
と
し
た
教
化
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要

（
講
師

田
宮
仁
飯
田
女
子
短
期
大
学
教
授
・
佐
藤

雅
彦
大
正
大
学
講
師
）
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

理

事

会

開

催

花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
作
成
中

本
会
で
は
毎
年
、
花
ま
つ
り
の
ポ
ス

タ
ー
を
頒
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
現

在
新
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
を
作
成
中
で

す
。
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

全 仏
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十
月
二
十
四
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議

室
で
、
本
年
十
二
月
五
日
よ
り
十
日
に
か
け
て
行
わ

れ
る
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
第
二
十
一
回

世
界
仏
教
徒
会
議
バ
ン
コ
ク
大
会
へ
の
参
加
方
針
検

討
の
た
め
、
本
年
度
第
二
回
目
の
国
際
委
員
会
が
開

催
さ
れ
た
。

松
涛
弘
道
委
員
長
を
座
長
に
議
事
が
進
め
ら
れ
、

は
じ
め
に
吉
橋
勝
寛
総
務
部
長
よ
り
、
今
大
会
開
会

式
（
及
び
Ｗ
Ｆ
Ｂ
よ
り
の
功
労
メ
ダ
ル
授
与
式
）
出

席
と
Ｗ
Ｆ
Ｂ
役
員
と
の
懇
親
夕
食
会
を
含
む
、
大
谷

暢
顯
本
会
会
長
を
団
長
と
す
る
研
修
ツ
ア
ー
実
施
の

募
集
要
項
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
櫻
井
英
幸
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
会
期
中

に
行
わ
れ
る
総
会
、
分
科
会
、
世
界
仏
教
徒
大
学
開

校
式
、
理
事
会
等
へ
、
松
涛
弘
道
国
際
委
員
会
委
員

長
、
西
村
輝
成
事
務
総
長
、
櫻
井
英
幸
国
際
文
化
部

長
、
入
西
智
彦
同
次
長
の
四
名
が
出
席
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
や
、
世
界
各
地
よ
り
の
参
加
者
へ
配
布
予

定
の
、
本
会
の
沿
革
、
目
的
、
現
在
の
事
業
内
容
等

を
簡
略
に
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
和
英
文
併

記
）
を
現
在
作
成
中
で
あ
る
等
の
準
備
状
況
が
報
告

さ
れ
た
。

各
委
員
よ
り
Ｗ
Ｆ
Ｂ
役
員
と
の
懇
親
会
と
い
う
企

画
成
功
の
た
め
に
、
通
訳
の
充
分
な
手
配
を
考
慮
す

る
こ
と
や
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
推

進
を
見
極
め
な
が
ら
、
将
来
の
Ｗ
Ｆ
Ｂ
日
本
大
会
開

催
へ
の
可
能
性
も
、
前
向
き
に
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
等
の
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

以
上
の
参
加
方
針
を
確
認
し
会
議
を
終
了
し
た
。

十
月
二
十
五
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
真
言
宗
智
山

派
宗
務
庁
で
、
第
五
回
同
和
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

第
十
回
同
和
推
進
担
当
者
連
絡
会
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
来
年
一
月
二
十
九
・
三
十
の
両

日
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
で
、
教
団
担
当
者
に
よ

る
活
動
報
告
、
そ
れ
を
受
け
て
の
分
散
会
、
市
内
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

国
際
委
員
会

明照会館会議室で開催された国際委員会

同
和
委
員
会

真言宗智山派宗務庁で開催された同和委員会

仏旗バッチ
２×４．５cm ５００円

法輪バッチ
直径１cm １０００円

お申し込みは

全日本仏教会

財務部まで

２０００年１２月１日
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今
回
は
、
社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
を
訪

問
し
、
島
田
喜
久
子
理
事
長
、
林
惠
智
子
常
務
理
事

・
事
務
局
長
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

（
文
責

社
会
部
）

※

※

※

は
じ
め
に
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
の
沿
革
・
日
頃

の
活
動
に
つ
い
て
お
話
く
だ
さ
い
。

日
本
の
真
に
平
和
で
豊
か
な
国
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
仏
教
婦
人
の
連
帯
と
組
織
化
が
急
務
と
い
う
気

運
が
持
ち
上
が
り
、
昭
和
二
十
九
年
、
第
二
回
世
界

仏
教
徒
会
議
永
平
寺
大
会
の
開
催
中
に
結
成
が
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。
連
盟
の
目
的
は
「
仏
教
の
精
神
に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
各
種
仏
教
婦
人
団
体
を
全
国

的
に
結
集
し
、
婦
人
の
立
場
か
ら
社
会
や
家
庭
の
中

に
深
い
生
活
の
信
条
の
基
盤
と
な
る
仏
教
的
精
神
を

培
い
、
社
会
福
祉
に
貢
献
す
る
」
こ
と
で
す
。

昭
和
四
十
二
年
に
社
団
法
人
化
さ
れ
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
月
に
一
度
の
常
務
理
事
会
で
活
動
に
つ

い
て
点
検
・
検
討
さ
れ
ま
す
。
ま
た
年
に
一
度
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
仏
教
の
行
事
（
修

正
会
、
花
ま
つ
り
な
ど
）、
年
に
一
度
の
古
寺
巡
り

な
ど
を
行
い
、
機
関
誌
『
全
仏
婦
』
を
年
四
回
発
行

し
て
い
ま
す
。

ご
参
加
さ
れ
て
い
る
の
は
ど
の
よ
う
な
方
々
で
し

ょ
う
か
。

当
初
よ
り
寺
庭
婦
人
だ
け
で
は
な
く
、
間
口
を
広

く
開
き
、
在
家
で
も
、
仏
縁
を
お
持
ち
の
各
界
で
ご

活
躍
の
方
々
に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

員
は
個
人
会
員
が
主
で
す
。
た
だ
、
イ
ン
ド
・
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
に
無
料
の
医
療
施
設
「
光
明
施
療
院
」
を
建

設
す
る
際
に
は
、
宗
派
の
寺
庭
婦
人
会
に
も
結
束
を

呼
び
か
け
、
連
携
の
も
と
、
三
年
の
歳
月
の
後
に
昭

和
六
十
年
に
事
業
を
完
遂
し
ま
し
た
。

今
、
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
事
業
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

女
性
な
ら
で
は
の
特
色
を
生
か
し
た
五
大
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
�
写
経
運
動
。
心
に

信
仰
心
を
芽
生
え
さ
せ
る
運
動
で
す
。
御
写
経
に
添

え
て
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、（
財
）
国
際
仏
教
興
隆

協
会
を
通
じ
て
、「
光
明
施
療
院
」
の
運
営
資
金
と

な
り
ま
す
。
�
心
の
募
金
。「
子
供
達
に
喜
び
や
や

さ
し
さ
、
慈
悲
の
心
を
教
え
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う

思
い
の
も
と
に
、
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
タ
オ
ル
運
動
。
阪
神
大
震
災
の
救
援
活
動
を
行

う
中
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
の
問
題
に
気
が
つ
き
ま

し
た
。
被
災
者
の
お
年
寄
り
の
女
性
の
ア
イ
デ
ア
で

始
ま
っ
た
こ
の
運
動
は
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
の
も

と
、
全
国
の
支
援
者
か
ら
無
償
で
提
供
さ
れ
た
タ
オ

ル
を
被
災
地
に
送
り
、
被
災
者
が
心
を
込
め
て
手
作

業
で
象
を
縫
い
ま
す
。
そ
れ
を
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
収
集
、

「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
と
名
づ
け
て
一
本
四
百
円
で
販

売
。
そ
の
う
ち
百
円
が
作
り
手
の
被
災
住
民
の
元
へ
、

残
り
の
三
百
円
が
義
捐
金
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

昨
年
の
ト
ル
コ
・
台
湾
大
地
震
の
際
に
も
こ
の
浄

財
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
手
作
業
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
被
災
者
同
士
に
心
の
交
流
が
生
ま
れ
、

ま
た
支
援
者
と
被
災
者
の
間
に
も
温
か
い
心
の
交
流

が
あ
り
ま
す
。
神
戸
に
送
っ
た
タ
オ
ル
は
す
で
に
一

�
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

加
盟
団
体
訪
問

イ
ン
ド
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
、
日

本
寺
に
写
経
を
奉
納

（
一
九
九
三
、十
二
、八
）

無
料
で
医
療
を
受

け
ら
れ
る
「
光
明

施
療
院
」

手作りの「まけないぞう」

全 仏
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万
五
千
本
を
超
え
て
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
「
ま

け
な
い
ぞ
う
」
に
は
作
り
手
の
個
性
が
優
し
い
思
い

と
と
も
に
縫
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

�
留
学
生
、
海
外
研
修
生
に
日
本
文
化
を
。
平
成

三
年
に
（
財
）
日
経
連
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

依
頼
を
受
け
て
始
め
ら
れ
た
、
海
外
研
修
生
と
の
文

化
交
流
の
会
も
、
今
秋
で
二
十
二
回
に
な
り
ま
す
。

華
道
、
茶
道
な
ど
の
研
修
を
通
じ
て
各
国
の
研
修
生

と
の
温
か
い
心
の
交
流
が
持
て
る
大
切
な
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
現
在
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
へ
の

援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
里
親
運
動
と
い

う
形
で
再
び
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
苗
木
を
。
里
親
支
援
は
、
以
前

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
行
っ
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
一
段
落
し
、
次
に
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
学
校
建
設
を
行
い
、
ク
メ
ー
ル
語
の
本
を
現
地

の
子
供
た
ち
に
贈
る
運
動
を
地
道
に
続
け
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
運
動
は
他
の
団
体
も
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
、
人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
、
今
年
度
は
三
千
本

の
苗
木
を
現
地
に
送
り
ま
し
た
。

最
近
の
活
動
の
中
で
お
感
じ
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

災
害
で
、
被
災
地
の
子
供
達
が
疎
開
し
て
き
た
学

校
に
、
阪
神
大
震
災
の
被
災
者
が
作
っ
た
タ
オ
ル
の

「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
を
寄
贈
し
、
子
供
た
ち
か
ら
被

災
し
た
子
供
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
手
渡

し
し
て
励
ま
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
こ

れ
は
渡
す
方
も
渡
さ
れ
る
方
も
、
お
互
い
が
心
の
癒

し
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
の
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
現
状
で
は
、「
宗
教
と
の
関
連
」
と
い

う
点
か
ら
、
公
立
の
学
校
で
は
教
育
委
員
の
方
に
こ

う
し
た
運
動
に
理
解
を
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
難

し
い
よ
う
で
す
。
残
念
に
思
う
と
同
時
に
、
こ
う
し

た
活
動
に
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
粘
り
強

く
働
き
か
け
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
気
を
つ
け
て
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
か
。

基
本
に
な
る
の
は
、「
活
動
す
る
自
分
も
癒
さ
れ

て
い
る
、
救
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な

い
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
も
、
上
か
ら
下
へ
提
供
す
る
と
い
う
気
持
ち
で
行

っ
て
は
い
け
な
い
、
一
方
向
の
支
援
に
な
っ
て
は
い

け
な
い
。
同
じ
目
線
の
高
さ
で
お
互
い
に
交
流
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
、
自
分
の

善
意
が
相
手
に
迷
惑
を
か
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
金
額

の
多
寡
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
範
囲
で
心

が
通
じ
合
う
活
動
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
月
二
枚
、
新
聞
広
告
の
裏
に
美
し
い
字
で
、
心

を
込
め
て
写
経
を
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
い
ま

す
。
ま
た
新
聞
の
記
事
を
見
て
、
お
母
さ
ん
が
癌
の

手
術
で
入
院
す
る
の
で
「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
を
分
け

て
欲
し
い
と
真
摯
な
願
い
を
持
っ
て
連
絡
し
て
く
る

人
が
い
ま
す
。
活
動
を
通
し
て
様
々
な
世
間
が
見
え

ま
す
。

全
日
本
仏
教
会
に
対
す
る
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

仏
教
に
ご
縁
の
あ
る
若
い
ご
婦
人
が
、
青
年
僧
侶

と
活
動
を
共
に
参
加
す
る
な
か
で
、
や
が
て
自
然
に

私
た
ち
の
活
動
を
担
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
橋
渡
し

を
し
て
く
だ
さ
る
と
幸
い
で
す
。

ま
た
、
お
寺
と
直
接
関
わ
り
を
持
た
な
い
一
般
の

人
た
ち
に
も
っ
と
目
を
向
け
て
、「
心
の
癒
し
」
な

ど
を
訴
え
た
り
、
現
代
と
い
う
時
代
に
合
っ
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
の
で
き
る
き
っ
か
け
や
場
所
を
提
供

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

島田喜久子理事長（左）、林惠智子常務理事・事務局長

２０００年１２月１日
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